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１．緒言

本学回流水槽の設備全般並びに其の性能の概要に就ては既に前報に於て一応報告をまと

めたが，船型試験の如く高速を必要とする場合0.8ｍ水槽水深ではＶ,Ｓ・モーターの馬力

に制約されて必要な流速を得られずそのため0.6ｍに水深を減じ負荷を小さくして実験を

行っている。本報では両水深の流速分布を比較検討し，0.6ｍ水深に於ける本水槽の船型

試験への適応性に就て吟味した。
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水槽水深を0.6ｍとし，前報と同じ

く水平整流板，垂直轄流用金網及び制

波板を使用して流速調整を行なった。

先ず制波板に依って表面波の発生を最

小限に押えベルヌーイの定理に従い

（附記参照),試錯法に依り中央垂直横

断面を基準として広井式流速計を使用

し立体的に測定点を定め流速を求めた。

即ちFig.１に示す如く中央水路部の観

測窓位置,前方，中央，後方の三垂直横

断面上水平方向に７点，垂直方向に５

点計105の測定点を定めＶ,S､モーター

の回転数700r､ｐ．ｍ．より逐次50r､ｐ．ｍ．

飛びに最低lOOr､p.m.迄合計13段階に

亘って流速を検定した｡垂直金網用銅線

は前回，１８番の2,3,4ｃｍメッシュ３種

を使用したが，高速では整流効果が小

さいため之に代ってＬ２ｃｍメッシュ

２種を作製使用した。
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３．実験結果

0.6ｍ水深では予測された如く高速（最高平均0.82ｍ/s）の場合流速分布状態悪くその

整流調整も困難であるが，低速(最低平均0.135ｍ/s〕になるに従って分布)伏態もよくなり

その調整も．容易となった。使用モーターの

最高回転数700r､ｐ．ｍ．に対する電流は２３

Amp・で定格２８．７Ａｍｐ・迄かなり余裕が

あり更に回転数の増加を期待出来たが，建

物が木造であるため動力伝達時の振動を考

えて回転数を押えた。Fig.２に示すように

水平速度分布調整用整流翼及びその度盛盤

上の角度の符号は前報と同じく流の下流側

より見て右にあるものをＲ,左にあるもの

をＬとし，それぞれ外側より内側へ向って
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ｒi9.2水平速度分布調整用整流翼 1,2,3,4とした。指針内，外の読みはそれ

ぞれ○・を中心として内側，外側への角度を示す。Fig.３，３′はそれぞれ100,700r､p.m.の

０
１
２
３
４
５
６

Ｌ

ｒ
ｍ

ｗ
Ｏ
Ｄ

Ｏｍ
・
汗
１
奮
逗
梧
飛
針
一
ｍ

ｒ

NＯｌＮＯ２Ｎ０３両γ６Ｎ0.4ＮＯ５Ｎ０６N０．７

噸細１１
意、風３
爵４
面５

雌
０１３

‘iり
0．１１０．１３

鹿児島大学水産学部紀要第６巻

０．１３

瓜３

7Ｗ

０Ｃ

、

８ＬＯＲ６４、２０

ｍ

６

ｍ －

Ｆｉｇ３垂直断面等流速曲線

--2竺一一Oi3皇２１と一一6nOi20J30J3

ＵＩ３

各垂直横断面の等流速曲線図，Fig.4,4'は水平断面のそれを示す。流速分布は昨年と同様

側壁及び底部の境界層部を除けば略々均一となったが，ただ前回と違って高速になると電

曲部水路より直線水路への移行部で左右からの水の合流のため渦流を生じ検定水路の中央

底部（測定点4,11,18)の流速を著るしく減少させる結果となった。又観測窓凹部の影響も

かなり大きく側壁近傍〔測定点1,7,8,14,15,21）の流速は不安定となった｡Fig.5,6,7はそ

れぞれ０．６，，０．８ｍ両水深時の垂直横断面，垂直縦断面，水平断面に於ける測定点平均流
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速とモーター回転数との関係を示

す。Tableは両者の同一回転数に対

する垂直横，縦断面並びに水平断面

平均流速に就ての標準偏差比較表

（但し側壁，底部隣接測定点の値は

除く）｡Fig.８はその一例として垂直

横断面に対する値を図示したもの。

Fig.９は水深0.6ｍ水槽に於ける測

定点9,10,11,12,13に対応する０．０５

ｍ水深位置の平均流速とモーター回

転数との関係を示す。
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４．考察

０．６ｍ水深と０．８ｍ水深とではモーターの

最高回転700r,ｐ．ｍ．に対･し前者は最大流速

0.82ｍ/s，後者では0.64ｍ/sで約0.2ｍ/ｓの

差がある｡尚最小流速は0.6ｍ水深ではクラッ

チ切換による低速モーター回転を使用しなか

ったため高々０．１３ｍ/ｓしか得られなかった

が，之を用いると更に微速を得ることは明ら

かである。さてFig.５～７に依れば平均流速

とモーター回転数間の関係は後者の場合４００

r,ｐ．ｍ．以上ではヴエルトのスリップの為その

変化が極めて不規則化しているが，前者では

すべての回転数に対し'常に一次的に比例関係

を示していることが判る。但し回転数の減少

に伴なって両者の差異は次第に小さくなり

200r､ｐ．ｍ．以下では殆んど水深の差の影響は
みられない。Table及びFig.8,9に依れば500

r､p.m.以上で前者の標準偏差は後者のｌ/２以

下となり叉400r・ｐ．ｍ．附近で略両者の標準偏

差が同一となること更に同一平均流速に対し

ては前者の立体的標準偏差がかなり小さくな
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っていることが知られる。実験に際し適当な水路即ち側壁及び底部の近傍を避け水深の約

2/３以内で中央幅1.8ｍの水路を選べば0.8ｍ水深の場合に比し0.6ｍ水深では流速分布の

立体的標準偏差も格段に小さく平均流速0.2ｍ/sで0.002,高速0.65ｍ/sでも0.027の程度

で普通実験に使用される低速範囲では偏差0.01以下に閏まりかなり優秀な結果が得られる

が中速０．８２ｍ/sで0.019＞高速では現在の所更に偏差は大きくなろう。次に０．６ｍ水深の

場合の水槽水深及び水路幅が模型抵抗に及ぼす影響に就て考察してみよう。先ず抵抗に影

響なき最小水深に関しては，.Ｗ・Taylor及び○ttoSchlichtingが先に次式に依ってその
限界を明らかにしている。
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山

ｉ）ｎＷ､Taylorの式

。‘<q6…重く'27…H=認(意)Ⅵ
弦にＨ：最小水深，Ｗ'/正：フルード数，Ｔ：模型吃水

又Ｈ/Ｔ＞ｌＯ

ｉｉ）○ttoSchlichtingの式・

零,芸が充分小さく何れも1以下
蕊にＡ'＝Ａ運＝Ｃ両Bd，ｆ：水槽水深，Ｖ：流速

上式に今本学漁業練習船敬天丸ＬＢＤ：35.5両‘×7.0m×3.5両‘,4327r,ｄ"‘2.06'",Ｃ‘0.613,

0卿0.955,Ｖｍａｘ､９．５knotsの模型資料LpplOOc",Ｂ19.6c"‘,ｄ5.8c",Ｗ'/軍0.266
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Fig.１０，＝0.05"‘/0.60mに於けるFig.１１，＝0.30"‘/0.60"‘に於ける

整流翼の効果整流翼の効果

を代入すればＨ＝41.6c『"＜60c”,Ｈ/Ｔ＝１０．３＞１０，

叉零=q２１<１，芸=qu<１…何れも安全側。
又水路幅が抵抗に及ぼす影響に就てはＪ,Schdtteが次式に依ってその限界を明らかにして

いる。

即ちＳ/B＝Ｈ/Ｔ＞１０弦にＳ：水路幅，Ｂ：船幅

上記模型,値を代入すれば同じく安全側となり，Lpp1.00ｍ模型を使用する限り水槽水深及

び水路幅の抵抗に及ぼす影響は考えられない。

５．結言

特に水深を必要とする場合を除き0.8ｍ水深より0.6ｍ水深の回流水槽が流速変化の範

囲も広く且つ整流効果も著るしい。従って本水槽０．６ｍ水深に於てはＬｐｐｌｍの模型を使

う限り充分船型試験を行うことが出来ると考えられる。

最後に本実験に協力された学生，辰元雅和君.，研究補助員五反田省三君に深く感謝の意

を表する。

附記水平速度分布調整用整流翼の効果に就て

前述の如く本整流翼は水平方向流速調整に重要な役割を果す。Ｌ今整流翼の開きに対する

中央検定水路の流速変化を見よう。全整流翼の指針の読みを一応○｡に固定し，Ｌ4,,Ｒ4両

度群暇卜角度目盛を５｡宛変化（外１０．，外5.,0.,内5｡,内１０｡)せしめると測定点No.１８に対

する水深0.05,,0.3ｍ位置の流速はそれぞれFig.１０，１１の如く変化する。即ち０．０５ｍ水

深では表面波の影響で必ずしも一定の変化量は認め難いが，0.3ｍ水深では回転数の増加

に従い全体の速度差は概ね一様に増加し，一応ベルヌーイの定理の成立を認めることが出

来る。
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